
～

1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

合計 6.00 55,697 9,458 65,155

農村交流活性化支援事業

移住・交流推進事業

（人） （補正前） （６月補正） （補正後）

No 30年度　実施内容（予定）

職員数 30年度

細事業名

60,560

外部人材との協働により地域の魅力や資源を発掘し、体験プログ

ラムを実施する。

1.00 4,595 4,595

県内外に移住相談窓口を設置するとともに、市町村や民間事業者

等との連携により移住希望者等の支援を行う。

5.00 51,102 9,458

補正により取り組む

事業内容

○つながり人口創出のための「信州・地域プラットフォーム」構築推進事業（総務省委託事業）

　地方で活躍の場を求めている都市部の人材と県内２地域（長野市鬼無里地区、小川村）との協働により、地域に居

住しなくとも地域や地域の人々と多様に関わる「つながり人口」の創出に向けた地域活性化策を研究して実践するモ

デル事業を実施し、そのプロセス及び成果を県内に波及させ、将来の移住・二地域居住につなげ、地域の活性化を

図る。

（キックオフ合宿、フィールドワーク、プロジェクト構想発表会、協働実践活動、事業成果発表会を実施）

成果指標

設定理由

①～④移住・二地域居住者や都市農村交流人口などの移住・交流人口の拡大を表す指標であるため

 概算人件費 （Ｃ） 39,570 40,510 48,612

 概算事業費（B（A）+C） 132,818

28年度 29年度 30補正後30補正後30補正後30補正後 指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況

65,155

都市農村交流人口 624,909人 600,000人 647,000人

5.00 5.00

① 移住者数 2,084人 2,450人 2,600人

93248

　その他 400 51 11,173

③ 週末信州人等登録者数（累計） 13人 150人 250人

 決　　算　　額（B）

④

概　算

人　件

費

 職員数（人）

0

② 移住相談件数 7,952件 8,051件 8,544件

106,296 113,767

6.00

予

算

額

補正予算 5,139 9,458

合計（A) 109,208 65,786

目指す姿

○大都市からの移住、二地域居住を促進し、移住・交流人口の拡大を図ることで、地域の活力を創出する。

○グリーン・ツーリズムの推進や農林業体験等を行う機会の創出等を通じて都市と農村の交流を促進し、農山村の活性化を図る。

（主な実施内容：移住相談窓口の運営、都市圏における移住セミナー等のイベント開催　　など）

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　分（単位：千円）

Aの

財源

　一般財源 79,477 63,235 42,224

　国庫支出金 29,331 2,500 11,758

　県　債

当初予算 36,930 65,786 55,697 目標値 成果 達成状況

No 成果指標 28年度末

29年度末

（見込）

30年度前年度繰越 67,139 0

部局 企画振興部

3-1 信州と関わりを持つ「つながり人口」の拡大

課・室 楽園信州・移住推進室

実施期間 Ｈ15 E-mail

事業番号 02 09 01 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状

(予算編成時)

○三大都市圏及び県庁に移住専門の相談員を配置するとともに、民間事業者等と連携して移住希望者

が求める仕事と住まい等の情報を提供。

○県内市町村や他県等と連携し、都市圏において地方での暮らしをPRするイベントを開催。

○ホームページや雑誌、パンフレット等の媒体で情報発信。

30年度

補正後額

65,155 千円

職員数 6.00 人

iju@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する

重点政策

事　業　名 移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

02 09 01

28年度 29年度

移住・交流推進事業

中央日本４県（新潟・長野・山

梨・静岡）合同移住フェア

負

担

金

・中央日本４県（新潟県、長野県、山梨県、静岡県）

が連携して合同移住フェアを開催

　 - 549 562 562 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業

「いいね！地方の暮らしフェア」

開催事業

負

担

金

・「日本創生のための将来世代応援知事同盟」13県と

連携し、若い世代に地方暮らしの魅力を伝えるイベン

トを開催

　 - 3,000 2,600 2,600 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業 信州フェア開催事業

直

接

- 　 - 3,294 - - H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業

信州の産業を支えるＵ・Ｉ

ターン人材確保推進事業

委

託

・就業相談、転職セミナー、個別面談会を実施 　 - - 4,202 2,396 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業 Ｉターン促進事業

委

託

・「長野県Ｉターン登録制度」の運用

・Ｉターン信州（ＨＰ）の運用

　 8,939 10,251 4,036 4,036 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業

ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援セン

ター（東京・大阪）連携事業

委

託

（東京）・資料ブース設置、相談員配置（２名）、

　　　　　事務所スペース開設

（大阪）・資料ブース設置

　 14,279 20,447 19,492 19,492 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業

「楽園信州移住相談センター」運

営事業

直

接

・東京、名古屋、大阪、県庁へ移住推進員を配置

・広域単位で「楽園信州移住相談センター」を整備

　 - 17,571 16,387 13,724 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業 信州暮らし案内人の配置

直

接

・長野県への移住に係る相談や総合的な窓口として県

庁に信州暮らし案内人を配置

　 3,210 3,280 3,276 3,492 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業

「移住コンシェルジュ」による地

域への溶け込み支援

直

接

・「移住コンシェルジュ」を対象とした研修会を開催

・移住希望者等へ向けて「移住コンシェルジュ」の情

報を発信

　 130 126 123 123 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

移住・交流推進事業

田舎暮らし「楽園信州」推進協議

会事業

負

担

金

・会員市町村等と連携したセミナーの開催

・「楽園信州応援企業」の登録や移住者交流会の開催

等による受入れ体制の充実

・市町村と連携し、移住者捕捉アンケートを実施

　 5,120 4,568 4,677 4,677 H29

見直し

（強化・

拡大）

020901

農村交流活性化支援事業 都市農村交流推進事業

委

託

・市町村や農村体験実践者との連携により、都市圏の

住民を対象に地方暮らしの魅力を発信

・農村体験受入側への研修の開催

　 1,112 2,700 4,595 4,595 020901

移住・交流推進事業

つながり人口創出のための「信

州・地域プラットフォーム」構築

推進事業

委

託

・長野市鬼無里地区、小川村をモデル地域として「つ

ながり人口」創出に向けた研究及び実践活動を実施

　 - - - - 9,458

　

　

　

　

32,790 65,786 59,950 55,697 9,458 0合　　　　計合　　　　計合　　　　計合　　　　計

30年度

実施

状況

部局 企画振興部 楽園信州・移住推進室課・室

1

2

1

1

1

1

1

1

1

細事業

No

1

1

1

事業番号

事　業　名事　業　名事　業　名事　業　名

県民協働事業改善

細事業名 項目

実

施

方

法

30年度　実施内容

30年度

30年度　実施内容（実績）

移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費

□当初要求　　□当初予算案

■補正予算案　□点検

備　考

(H29事業

番号)

当初

(千円)

当初

(千円)

要求

(千円)

実施

年度

主な点検

区分結果

当初

(千円)

補正

(千円)

決算

(千円)


